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【緒言】リラクサー強誘電体は、非極性マトリックス中に極性ナノ領域（Polar Nano Region、PNR）

が存在する不均一性を持つ物質である。同物質群は一般的な強誘電体と比べ最大で数倍もの巨大

な誘電率を持ち、高容量キャパシタなどの応用がある。その巨大な誘電率は PNR のゆらぎによっ

てもたらされる。PNRはバーンズ温度と呼ばれる温度で生成し、それ以下の温度では温度の低下

に伴いサイズが増大して、誘電率に大きな変化を与える。したがって、リラクサー強誘電体を高

温から急冷することで PNR の生成と成長が抑制され、誘電率が変化する可能性がある。本研究で

は典型的なリラクサーである Pb(Mg1/3Nb2/3)O3焼結体を作製し、急冷前後で誘電率測定とラマン散

乱測定を行い、急冷による誘電率と PNRへの影響について議論した。 

【実験】コランバイト法[1]を用い、1250°C、保持時間 2時間の条件で Pb(Mg1/3Nb2/3)O3焼結体を作

製した。また、作製した焼結体をアルミナるつぼに入れ電気炉で 1000℃まで昇温し、水を溜めた

容器にるつぼごと入れることで急冷した。急冷前後それぞれの試料について表面を研磨した後、

誘電率測定およびラマン散乱測定を行った。 

【結果・考察】X 線回折測定の結果、得られた Pb(Mg1/3Nb2/3)O3焼結体は不純物を含まないセラミ

ックスであった。相対密度は 94%以上の緻密な焼結体であった。Fig.1は比誘電率の温度依存性で

あり、急冷操作によって比誘電率の減少（最大 17％）が確認された。Fig.2 はラマン散乱測定の結

果である。散乱ピークは 100 ~ 1000 cm-1の波数領域において急冷前後で概形の変化が見られなか

った。しかし、500 cm-1 付近に注目するとピーク形状に変化があった。既往のラマンテンソル計

算[2]から、このピークが PNR由来の菱面体晶 R3mのEモードに起因することが示唆されており、

急冷操作によって PNR のサイズが変化した可能性を示している。したがって、急冷操作による誘

電率の減少は PNR サイズの変化と関連していると考えられる。 
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Fig.1 Temperature dependence of permittivity in 

Pb(Mg1/3Nb2/3)O3 before and after quenching. 

Fig.2 Room-temperature Raman spectra in 

Pb(Mg1/3Nb2/3)O3 before and after quenching. 
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